
■口座残高など、お取引状況についてのお問い合わせ
　お取引のある販売会社へお問い合わせください。
■当運用報告書についてのお問い合わせ

コールセンター　0120-88-2976
受付時間：午前9時～午後5時（土、日、祝・休日を除く）

〒105-6426 東京都港区虎ノ門1-17-1
https://www.smd-am.co.jp

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／海外／株式

信託期間 2011年７月29日から2031年７月24日まで

運用方針 投資信託証券への投資を通じて、主とし
て、米国の小型株等に投資し、信託財産
の中長期的な成長を目指して運用を行い
ます。

主要投資対象 当ファンドは以下の投資信託証券を主要
投資対象とします。

ニューバーガー・バーマン・ＵＳスモール・
キャップ・ファンド（ＪＰＹインスティチュー
ショナル・ディストリビューティング・クラス）

米国に本社を有するか事業展開を行っ
ている企業で、米国で上場あるいは取
引されている小型株

マネーインカム・マザーファンド

円貨建ての短期公社債および短期金融
商品

当ファンドの
運用方法

■米国の小型株を実質的な主要投資対象
とし、信託財産の中長期的な成長を目
指して運用を行います。

■高い参入障壁を有し、持続的な成長が
期待できるハイクオリティ企業を徹底
的なボトム・アップ・リサーチによっ
て選択し、運用を行います。

■原則として、対円での為替ヘッジは行
いません。

組入制限 ■外貨建資産への直接投資は行いませ
ん。

分配方針 ■年１回（原則として毎年７月24日。休
業日の場合は翌営業日）決算を行い、
分配金額を決定します。

■分配対象額は、経費控除後の利子、配
当等収益と売買益（評価損益を含みま
す。）等の範囲内とします。

■分配金額は、委託会社が基準価額水
準、市況動向等を勘案して決定しま
す。

※委託会社の判断により分配を行わない
場合もあるため、将来の分配金の支払
いおよびその金額について保証するも
のではありません。

複利効果による信託財産の成長を優先するた
め、分配を極力抑制します。（基準価額水
準、市況動向等によっては変更する場合があ
ります。）

米国小型ハイクオリティ
ファンド（資産成長型）

【運用報告書（全体版）】

（2025年７月25日から2026年７月24日まで）

第 15 期

決算日 2026年７月24日

受益者の皆さまへ

平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上

げます。

当ファンドは投資信託証券への投資を通じて、主

として、米国の小型株等に投資し、信託財産の中

長期的な成長を目指して運用を行います。当期に

ついても、運用方針に沿った運用を行いました。

今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。
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米国小型ハイクオリティファンド（資産成長型）

原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位

未満の数値については小数を表記する場合があります。

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 （参 考 指 数）

ラッセル2000インデックス 公 社 債
組入比率

投資信託証券
組 入 比 率

純 資 産
総 額

（分配落） 税 込
分 配 金

期 中
騰 落 率

（配 当 込 み 、
円換算ベース）

期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
11期（2022年７月25日） 43,376 0 7.2 458.37 1.8 0.0 97.5 1,209
12期（2023年７月24日） 49,635 0 14.4 526.21 14.8 0.0 97.1 1,656
13期（2024年７月24日） 59,539 0 20.0 672.71 27.8 0.0 97.0 1,327
14期（2025年７月24日） 53,728 0 △ 9.8 651.45 △ 3.2 0.0 96.9 1,452
15期（2026年７月24日） 63,871 0 18.9 950.90 46.0 0.0 96.8 1,026

※基準価額の騰落率は分配金込み。

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。

※参考指数は、当報告書作成時に知りえた情報をもとに当社が独自に計算し、設定時を100として、指数化しています。なお、基準価額の反

映を考慮した日付の値を使用しています。

※指数の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファンドの運営に何ら関与

するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。

※参考指数は市場の動きを示す目的で記載しており、当ファンドが当該参考指数を意識して運用しているわけではありません。

当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 （参 考 指 数）

ラッセル2000インデックス 公 社 債
組 入 比 率

投資信託証券
組 入 比 率

騰 落 率
（配 当 込 み 、
円換算ベース） 騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％ ％ ％
2025年７月24日 53,728 － 651.45 － 0.0 96.9

７月末 54,646 1.7 647.95 △ 0.5 0.0 97.1
８月末 54,973 2.3 682.12 4.7 0.0 97.1
９月末 53,690 △ 0.1 707.12 8.5 0.0 97.8
10月末 54,493 1.4 743.32 14.1 0.0 97.2
11月末 56,253 4.7 760.63 16.8 0.0 97.7
12月末 56,306 4.8 770.13 18.2 0.0 96.9

2026年１月末 57,216 6.5 795.80 22.2 0.0 96.8
２月末 60,089 11.8 820.05 25.9 0.0 97.9
３月末 55,563 3.4 757.07 16.2 0.0 97.1
４月末 59,655 11.0 862.99 32.5 0.0 97.4
５月末 59,743 11.2 920.78 41.3 0.0 95.9
６月末 64,220 19.5 961.06 47.5 0.0 97.9

（期　　　末）
2026年７月24日 63,871 18.9 950.90 46.0 0.0 96.8

※騰落率は期首比です。

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。

id24_26373331_02_osk三住DS_米国小型ハイクオリティF（資産成長型）_運用実績.indd   1id24_26373331_02_osk三住DS_米国小型ハイクオリティF（資産成長型）_運用実績.indd   1 2026/07/30   15:03:462026/07/30   15:03:46



2－　　－

米国小型ハイクオリティファンド（資産成長型）

１ 運用経過
基準価額等の推移について（2025年７月25日から2026年７月24日まで）

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額および参考指数は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。
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純資産総額（百万円）: 右軸

分配金再投資基準価額（円）: 左軸
基準価額（円）: 左軸

参考指数 : 左軸

期　　首 53,728円

期　　末 63,871円
（既払分配金0円（税引前））

騰 落 率 ＋18.9％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

※当ファンドの参考指数は、ラッセル2000インデックス（配当込み、円換算ベース）です。
※指数の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファン

ドの運営に何ら関与するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。
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米国小型ハイクオリティファンド（資産成長型）

基準価額の主な変動要因（2025年７月25日から2026年７月24日まで）

　当ファンドは、投資信託証券への投資を通じて、主として米国の小型株等に投資しました。実
質組入外貨建資産については、対円での為替ヘッジを行っていません。

上昇要因
●上昇した情報技術銘柄、資本財・サービス銘柄を保有していたこと
●為替市場において、米ドルに対して円安が進行したこと

下落要因
●下落した不動産銘柄、一般消費財・サービス銘柄を保有していたこと
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米国小型ハイクオリティファンド（資産成長型）

投資環境について（2025年７月25日から2026年７月24日まで）

米国株式市場は上昇しました。為替市場では米ドルに対して円安となりました。

米国株式市場

　米国株式市場は上昇しました。期の前半
は、米国と主要国・地域との貿易交渉の進
展や堅調な企業業績、ＦＲＢ（米連邦準備制
度理事会）による利下げなどを背景に株式市
場は上昇しました。期の後半は、米国・イ
スラエルとイランの軍事衝突を受けて市場
の変動性が高まりましたが、ＡＩ・インフ
ラ関連企業への旺盛な投資や大型ＩＰＯ（新
規株式公開）などを背景に、ＡＩ関連銘柄が
相場を牽引しました。一方、原油価格の高
止まりを背景に世界経済や物価への影響が
懸念される場面もありましたが、米国株式
市場は底堅く推移しました。

為替市場

　期を通じて、為替市場では米ドル高・円
安が進行しました。日本で新政権が発足し、
積極的な財政政策による景気刺激方針が示
されたことなど、高市政権の財政拡張的な
姿勢を背景とする財政悪化懸念などが円安
要因となりました。また、日本銀行は利上
げを実施したものの、緩和的な金融環境が
続いたことや、日米の金利差が引き続き意
識されたことも米ドル高・円安要因となり
ました。
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米国小型ハイクオリティファンド（資産成長型）

ポートフォリオについて（2025年７月25日から2026年７月24日まで）

当ファンド

　期を通じて、「ニューバーガー・バーマ
ン・ＵＳ スモール・キャップ・ファンド（Ｊ
ＰＹ インスティチューショナル・ディスト
リビューティング・クラス）」を高位に組み
入れました。

ニューバーガー・バーマン・ＵＳ スモール・キャップ・ファンド
（ＪＰＹ インスティチューショナル・ディストリビューティング・クラス）

●株式組入比率
　株式の組入比率は高位を維持しました。

●国別配分
　主に米国株式への投資を行いました。

●通貨別配分
　主に米ドル建て資産への投資を行いまし
た。

●業種配分
　企業ファンダメンタルズ（業績、財務内容
などの基礎的諸条件）や株価バリュエーショ
ン（投資価値評価）の変化に対応し、資本
財・サービスの組入比率を引き下げました。
一方、相対的に割安と判断した銘柄を中心
に、ヘルスケアや金融の組入比率を引き上

げました。

●個別銘柄
　事業環境が当初の想定と異なる方向に変
化した銘柄について全売却を実施しました。
具体的には、全米各地で園芸・ペット用品
小売店を展開するトラクター・サプライ（一
般消費財・サービス）などです。高金利環境
が続くなか、住宅販売の鈍化や裁量的な支
出が抑制されていることなどを考慮しまし
た。一方、ニッチ市場で業績拡大が見込ま
れる高クオリティ企業の組み入れを開始し
ました。具体的には、都市ガス事業者のＵ
ＧＩ（公益事業）などです。事業地域におい
て安定的な成長が見込めるうえ、ＬＰガス
の配送事業において業績改善余地が大きい
と評価しました。

●ポートフォリオの特性
　クオリティの高い米国小型株式にフォー
カスしたポートフォリオを維持しました。

マネーインカム・マザーファンド

　主として、円貨建ての短期公社債および
短期金融商品に投資し、安定した収益の確
保を目指した運用を行いました。
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米国小型ハイクオリティファンド（資産成長型）

※基準価額は分配金再投資ベース
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ベンチマークとの差異について（2025年７月25日から2026年７月24日まで）

基準価額と参考指数の騰落率対比
　当ファンドは運用の指標となるベンチマー
クはありませんが、参考指数としてラッセル
2000インデックス（配当込み、円換算ベー
ス）を設けています。
　記載のグラフは、基準価額と参考指数の騰
落率の対比です。

分配金について（2025年７月25日から2026年７月24日まで）

※単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合がありま
す。

※「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第15期

当期分配金 0
（対基準価額比率） （0.00％）

当期の収益 －
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 53,870

　期間の分配は、複利効果による信託財産の
成長を優先するため見送りといたしました。
　なお、留保益につきましては、運用の基本
方針に基づき運用いたします。
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米国小型ハイクオリティファンド（資産成長型）

２ 今後の運用方針
当ファンド

　引き続き、「ニューバーガー・バーマン・
ＵＳ スモール・キャップ・ファンド（ＪＰＹ 
インスティチューショナル・ディストリ
ビューティング・クラス）」を高位に組み入
れて運用を行います。

ニューバーガー・バーマン・ＵＳ スモール・キャップ・ファンド
（ＪＰＹ インスティチューショナル・ディストリビューティング・クラス）

　2026年も上半期が終わり、振り返ると金
融市場にとって最大のイベントは米国・イ
スラエルとイランの軍事衝突であったと考
えます。米国株式市場では、相対的に原油
価格急騰の影響を受けにくく、ＡＩ普及拡
大の恩恵を受けるハイテク関連銘柄が上昇
を牽引しました。足元では、米国とイラン
による停戦合意を受けて出遅れていた銘柄

を見直す動きが活発化する一方、停戦の実
現性を巡る不透明感も高まっています。ま
た、11月に予定される米国中間選挙や地政
学リスクなどを背景に、政治・経済両面で
見通しが立てづらい状況が続いており、こ
れまで急ピッチで上昇してきた株式市場の
変動性が高まる可能性があるとみています。
こうした環境下では、着実な業績成長を達
成できる企業の「質」が株価の優勝劣敗を左
右すると考えます。引き続き、徹底したボ
トムアップ・リサーチを通じて、競争優位
性のある中小型企業を発掘し、投資する方
針です。

マネーインカム・マザーファンド

　円貨建ての短期公社債および短期金融商
品に投資し、安定した収益の確保を目指し
ます。

３ お知らせ
約款変更について

●信託期間の延長に伴い、信託約款に所要の変更を行いました。�（適用日：2025年10月22日）
●「一般社団法人投資信託協会」を「一般社団法人資産運用業協会」へ名称を変更することとなった

ため、信託約款に所要の変更を行いました。� （適用日：2026年４月１日）
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米国小型ハイクオリティファンド（資産成長型）

１万口当たりの費用明細（2025年７月25日から2026年７月24日まで）

項　目 金額 比率 項目の概要

（a） 信 託 報 酬 691円 1.199％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
期中の平均基準価額は57,592円です。

投信会社:ファンド運用の指図等の対価
販売会社:交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの

管理、購入後の情報提供等の対価
受託会社:ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実

行等の対価

（投 信 会 社） （165） （0.286）

（販 売 会 社） （507） （0.880）

（受 託 会 社） （19） （0.033）

（b） 売買委託手数料 － － 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料:有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料（株 式） （－） （－）

（先物・オプション） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（c） 有価証券取引税 － － 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税:有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金（株 式） （－） （－）

（公 社 債） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（d） そ の 他 費 用 3 0.005 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用:海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および

資金の送回金・資産の移転等に要する費用
監査費用:監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他:信託事務の処理等に要するその他費用

（保 管 費 用） （－） （－）

（監 査 費 用） （3） （0.005）

（そ の 他） （－） （－）

合 計 693 1.204

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法によ
り算出しています。

※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
※売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額

のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
※各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。
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米国小型ハイクオリティファンド（資産成長型）

参考情報 総経費率（年率換算）

※ １の各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したもので、各比率
は、年率換算した値（小数点以下第２位未満を四捨五入）です。「１万口当たりの費用明細」の各比率と
は、値が異なる場合があります。

※ ２の投資先ファンド（当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く））の費用は、
シェアクラスの経費率です。運用管理費用と運用管理費用以外の費用を、目論見書に記載している料
率にもとづき区別しています。投資先ファンドへの平均投資比率を勘案して、実質的な費用を計算し
ています。

※ １と ２の費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。ま
た、計上された期間が異なる場合があります。

※上記の前提条件で算出している参考値であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取
引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した比率に、
投資先ファンドの経費率を加えた総経費率（年率）は2.20％です。

総経費率（１＋２） 2.20％
１ 当ファンドの費用の比率 1.20％

２
投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.83％
投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.17％

運用管理費用
0.83％

運用管理費用以外
0.17％

運用管理費用
（投信会社） 0.29％

運用管理費用
（販売会社） 0.88％

その他費用

運用管理費用
（受託会社） 0.03％

0.01％

総経費率
2.20％

投資先ファンドの費用 1.00％2 当ファンドの費用 1.20％１
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米国小型ハイクオリティファンド（資産成長型）

当期中の売買及び取引の状況（2025年７月25日から2026年７月24日まで）

投資信託証券

買 付 売 付

口 数 買 付 額 口 数 売 付 額

国内
口 千円 口 千円

ニューバーガー・バーマン・ＵＳスモール・キャップ・ファンド
(ＪＰＹインスティチューショナル・ディストリビューティング・クラス) 4,433,449 30,500 93,786,690 648,200

※金額は受渡し代金。

※国内には、円建ての外国籍投資信託証券を含みます。

利害関係人との取引状況等（2025年７月25日から2026年７月24日まで）

利害関係人との取引状況

米国小型ハイクオリティファンド（資産成長型）

　当期中における利害関係人との取引等はありません。

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
（2025年７月25日から2026年７月24日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。

マネーインカム・マザーファンド

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ
Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公 社 債 1,756 29 1.7 － － －

※平均保有割合　0.0％

※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。

利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害

関係人とは、ＳＭＢＣ日興証券株式会社です。
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米国小型ハイクオリティファンド（資産成長型）

組入れ資産の明細（2026年７月24日現在）

(1) ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細

フ ァ ン ド 名
期首(前期末) 期 末

口 数 口 数 評 価 額 組 入 比 率

口 口 千円 ％
ニューバーガー・バーマン・ＵＳスモール・キャップ・ファンド
(ＪＰＹインスティチューショナル・ディストリビューティング・クラス) 214,639,077 125,285,836 993,604 96.8

合 計 214,639,077 125,285,836 993,604 96.8

※組入比率は、純資産総額に対する評価額の比率。

(2) 親投資信託残高

種 類
期 首(前期末) 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
マネーインカム・マザーファンド 297 297 302

※マネーインカム・マザーファンドの期末の受益権総口数は2,448,547,720口です。

投資信託財産の構成� （2026年７月24日現在）

項 目
期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
投 資 証 券 993,604 96.2

マ ネ ー イ ン カ ム ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 302 0.0

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 39,348 3.8

投 資 信 託 財 産 総 額 1,033,255 100.0
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米国小型ハイクオリティファンド（資産成長型）

資産、負債、元本及び基準価額の状況
（2026年７月24日現在）

項 目 期 末

(A) 資 産 1,033,255,217円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 39,348,577

投 資 証 券（評価額） 993,604,379

マ ネ ー イ ン カ ム ・
マザーファンド（評価額） 302,261

(B) 負 債 6,494,334

未 払 解 約 金 190,451

未 払 信 託 報 酬 6,278,053

そ の 他 未 払 費 用 25,830

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 1,026,760,883

元 本 160,755,666

次 期 繰 越 損 益 金 866,005,217

(D) 受 益 権 総 口 数 160,755,666口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 63,871円

※当期における期首元本額270,271,539円、期中追加設定元本額

7,844,170円、期中一部解約元本額117,360,043円です。

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額

が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す

る額（元本の欠損）となります。

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に

規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな

ります。

損益の状況
（自2025年７月25日　至2026年７月24日）

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 224,488円
受 取 利 息 224,488

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 174,667,737
売 買 益 202,803,800
売 買 損 △ 28,136,063

(C) 信 託 報 酬 等 △ 13,887,336
(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 161,004,889
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 129,299,244
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 575,701,084

(配 当 等 相 当 額) (　392,163,416)
(売 買 損 益 相 当 額) (　183,537,668)

(G) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 866,005,217
次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 866,005,217
追 加 信 託 差 損 益 金 575,701,084
(配 当 等 相 当 額) (　392,163,417)
(売 買 損 益 相 当 額) (　183,537,667)
分 配 準 備 積 立 金 290,304,133

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

※株式投信の信託報酬等には消費税等相当額が含まれており、公

社債投信には内訳の一部に消費税等相当額が含まれています。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※分配金の計算過程は以下の通りです。

当 期

(a) 経費控除後の配当等収益 207,123円

(b) 経費控除後の有価証券売買等損益 67,451,495

(c) 収益調整金 575,701,084

(d) 分配準備積立金 222,645,515

(e) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 866,005,217

１万口当たり当期分配対象額 53,870.90

(f) 分配金 0

１万口当たり分配金 0

上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。

分配金のお知らせ

１万口当たり分配金（税引前）
当 期

0円
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米国小型ハイクオリティファンド（資産成長型）

組入れ投資信託証券の内容
投資信託証券の概要

ファンド名
ニューバーガー・バーマン・ＵＳスモール・キャップ・ファンド

（ＪＰＹインスティチューショナル・ディストリビューティング・クラス）

形態 アイルランド籍会社型投資信託（円建て）

主要投資対象 米国に本社を有するか事業展開を行っている企業で、米国で上場あるいは取引されている小型株

運用の基本方針
米国の小型株を主要投資対象とし、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。

原則として、対円での為替ヘッジは行いません。

主な投資制限

・有価証券の空売りは行いません。

・純資産総額の10％を超える借入れは行いません。

・同一発行体の株式への投資割合は、純資産総額の５％以内とします。

・非流動性資産への投資は行いません。

・同一業種の株式への投資割合は、純資産総額の20％以内とします。

分配方針 年４回（３月、６月、９月、12月の最終日、休業日の場合は前営業日）に分配を行う方針です。

運用管理費用

運用報酬　純資産総額に対して年0.85％程度＊

＊上記のほか、管理および保管に要する費用などがかかりますが、運用状況等により変動するもの

であり、事前に料率等を示すことができません。

また、年間最低報酬額や取引ごとにかかる費用等が定められている場合があるため、純資産総額

の規模や取引頻度等によっては、上記の料率を上回ることがあります。

その他の費用

ファンドの設立費用、取引関連費用、法的費用、会計・監査および税務上の費用ならびにその他の

費用を負担します。

これらは、ファンドの運営状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を示すことが

できません。

申込手数料 ありません。

スイング・プライス
ファンドの買付け、売却がポートフォリオに重要な影響を与えると考えられる場合、予想される取

引スプレッド、コスト、その他の要因を考慮して、その売買価格が調整されることがあります。

管理会社 ニューバーガー・バーマン・アセット・マネジメント・アイルランド・リミテッド

副投資顧問会社
ニューバーガー・バーマン・インベストメント・アドバイザーズ・エルエルシー

ニューバーガー・バーマン・ヨーロッパ・リミテッド

購入の可否 日本において一般投資者は購入できません。

　以下には、「ニューバーガー・バーマン・ＵＳスモール・キャップ・ファンド（ＪＰＹインスティチュー

ショナル・ディストリビューティング・クラス）」をシェアクラスとして含む「ニューバーガー・バーマ

ン・ＵＳスモール・キャップ・ファンド」の情報を委託会社において抜粋、要約して翻訳したものを記載し

ています。
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米国小型ハイクオリティファンド（資産成長型）

損益計算書（2025年12月31日に終了した期間）

（米ドル）

収益

受取利息 449,737

受取配当金 6,674,522

雑収入 35

損益を通じて公正価値で測定される金融資産および負債に係る純損益 (43,066,339)

(35,942,045)

費用

管理報酬 6,788,817

販売報酬 347,115

管理事務代行報酬 466,997

コミットメント・フィー 90,680

カストディー・フィー 10,000

保管報酬 26,265

専門家報酬 179,976

役員報酬 3,692

取引費用 266,213

監査報酬 19,070

付加価値税還付金 (8,636)

その他費用 11,904

費用合計 8,202,093

源泉徴収税 1,951,765

償還可能参加型持分の保有者に帰属する運用による損益 (46,095,903)
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米国小型ハイクオリティファンド（資産成長型）

投資明細表（2025年12月31日現在）

※下記明細表中の資産名・通貨名の日本語表記については、末尾の【英語表記変換表】にてご確認いただけます。

損益を通じて公正価値評価される金融資産

枚数 内訳 公正価値
米ドル

純資産比率
（％）
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米国小型ハイクオリティファンド（資産成長型）

枚数 内訳 公正価値
米ドル

純資産比率
（％）
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米国小型ハイクオリティファンド（資産成長型）

枚数 内訳 公正価値
米ドル

純資産比率
（％）

【英語表記変換表】

資産名

Equities 株式

Total Investments 投資合計

通貨名

Canadian Dollar カナダドル

United States Dollar 米ドル
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マネーインカム・マザーファンド
第18期（2025年４月15日から2026年４月13日まで）

信託期間 無期限（設定日：2008年３月31日）

運用方針 主として、円貨建の短期公社債および短期金融商品に投資し、安定した収益の確保を目指します。

原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位

未満の数値については小数を表記する場合があります。

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 （参 考 指 数）

無 担 保 コ ー ル 翌 日 物 公 社 債
組 入 比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率
期 中
騰 落 率

円 ％ ％ ％ 百万円
14期（2022年４月13日） 10,079 △0.0 100.73 △0.0 76.7 1,950
15期（2023年４月13日） 10,076 △0.0 100.69 △0.0 76.0 2,004
16期（2024年４月15日） 10,073 △0.0 100.67 △0.0 68.0 1,871
17期（2025年４月14日） 10,088 0.1 100.90 0.2 56.9 1,981
18期（2026年４月13日） 10,139 0.5 101.46 0.6 65.3 2,072

※無担保コール翌日物は、設定時を100として日々の無担保コール翌日物で運用したと仮定した当社計算値です。

※参考指数は市場の動きを示す目的で記載しており、当ファンドが当該参考指数を意識して運用しているわけではありません。

当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 （参 考 指 数）

無 担 保 コ ー ル 翌 日 物 公 社 債
組 入 比 率

騰 落 率 騰 落 率
（期　　　首） 円 ％ ％ ％
2025年４月14日 10,088 － 100.90 － 56.9

４月末 10,089 0.0 100.92 0.0 57.3
５月末 10,094 0.1 100.96 0.1 56.8
６月末 10,097 0.1 101.00 0.1 58.2
７月末 10,100 0.1 101.05 0.1 70.0
８月末 10,103 0.1 101.08 0.2 68.0
９月末 10,107 0.2 101.13 0.2 65.2
10月末 10,114 0.3 101.17 0.3 67.1
11月末 10,117 0.3 101.20 0.3 66.9
12月末 10,120 0.3 101.25 0.3 67.9

2026年１月末 10,126 0.4 101.32 0.4 67.7
２月末 10,130 0.4 101.37 0.5 65.7
３月末 10,136 0.5 101.44 0.5 65.0

（期　　　末）
2026年４月13日 10,139 0.5 101.46 0.6 65.3

※騰落率は期首比です。

id24_26373331_07_osk三住DS_米国小型ハイクオリティF（資産成長型）_マネーインカムMF（表紙）.indd   18id24_26373331_07_osk三住DS_米国小型ハイクオリティF（資産成長型）_マネーインカムMF（表紙）.indd   18 2026/08/31   17:09:372026/08/31   17:09:37



19－　　－

マネーインカム・マザーファンド

１ 運用経過

基準価額等の推移について（2025年４月15日から2026年４月13日まで）

基準価額等の推移

期 首 10,088円

期 末 10,139円

騰 落 率 ＋0.5％

※参考指数は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

※当ファンドの参考指数は、無担保コール翌日物です。
※無担保コール翌日物は、日々の無担保コール翌日物で運用したと仮定した当社計算値です。
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期首 '25/5 6 7 8 9 10 11 12 '26/1 2 3 期末

純資産総額（百万円）：右軸

参考指数：左軸

基準価額（円）：左軸

基準価額の主な変動要因（2025年４月15日から2026年４月13日まで）

　当ファンドは、円建ての公社債および短期金融商品などへ投資しました。

上昇要因
・日銀が2025年12月に追加利上げを行ったことを受け、短期公社債や短期金融商品

の利回りが上昇したこと
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マネーインカム・マザーファンド

投資環境について（2025年４月15日から2026年４月13日まで）

短期金利は上昇しました。

　食品価格の高止まりを背景にＣＰＩコア（生鮮食品除く消費者物価指数）は前年比＋２％以上

での推移が継続しました。期末にかけては、ガソリン暫定税率の廃止や生鮮食品を除く食料品価

格の伸び率縮小を背景に前年比＋1.6％まで低下しました。日銀は国内経済・物価が見通しに

沿って推移していると判断し、12月に開催された金融政策決定会合で、日銀当座預金付利金利を

0.75％に引き上げることで無担保コール（金融機関同士のごく短期の資金の貸借）翌日物金利を

0.75％程度で推移するよう促すことを決定しました。

　国庫短期証券３ヵ月物利回りは、トランプ政権による関税政策の影響や、国内の政治動向をに

らみ一進一退の動きとなりましたが、日銀が利上げ姿勢を維持しているとの見方に変化はなく、

期初から11月にかけては緩やかな上昇基調で推移しました。その後は、利上げの地均しともとれ

る観測報道が相次ぎ、実際に12月に行われた金融政策決定会合では利上げが決定されたことから、

利回りは上昇しました。期末にかけても、日銀が利上げ姿勢を維持しているとの見方に変化はな

く、利回りは緩やかな上昇基調となりました。

ポートフォリオについて（2025年４月15日から2026年４月13日まで）

　残存１年３ヵ月までの円建ての公社債および短期金融商品で構築したポートフォリオを維持し

ました。また、短期公社債や短期金融商品から得られる利子等の安定した収益の確保を目指して

運用を行いました。
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マネーインカム・マザーファンド

ベンチマークとの差異について（2025年４月15日から2026年４月13日まで）

基準価額と参考指数の騰落率対比

　当ファンドは運用の指標となるベンチマー

クはありませんが、参考指数として無担保

コール翌日物を設けています。

　記載のグラフは、基準価額と参考指数の騰

落率の対比です。0.5
0.6

（％）

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

基準価額
参考指数

２ 今後の運用方針

　国内景気は、原油高による成長鈍化が見込まれるものの、根強い企業の設備投資意欲や経済対

策を支えに成長軌道をたどる見通しです。ＣＰＩコア（生鮮食品除く消費者物価指数）の前年比

伸び率は、財価格の上昇鈍化や政策要因が目先は下押し圧力となるものの、原油高やサービス価

格の上昇により＋２％程度の伸び率に戻る見通しです。日銀は今後も政策金利の引き上げを継続

する姿勢を示しているため、短期金利は上昇基調での推移となる見通しです。

　引き続き、残存１年３ヵ月までの円建ての公社債および短期金融商品で構築したポートフォリ

オを維持し、利子等の安定した収益の確保を目指して運用を行います。
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マネーインカム・マザーファンド

１万口当たりの費用明細（2025年４月15日から2026年４月13日まで）

当期中における記載すべき項目はありません。

当期中の売買及び取引の状況（2025年４月15日から2026年４月13日まで）

公社債

買 付 額 売 付 額

国 内
千円 千円

国 債 証 券 1,689,220 －
(1,470,000)

※金額は受渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。）

※（　）内は償還等による減少分で、上段の数字には含まれておりません。

利害関係人との取引状況等（2025年４月15日から2026年４月13日まで）

利害関係人との取引状況

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ
Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公 社 債 1,689 29 1.8 － － －

利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害

関係人とは、ＳＭＢＣ日興証券株式会社です。

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
（2025年４月15日から2026年４月13日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。
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マネーインカム・マザーファンド

組入れ資産の明細（2026年４月13日現在）

公社債

Ａ　債券種類別開示

国内（邦貨建）公社債

区 分

期 末

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率

５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％

国 債 証 券 1,360,000 1,353,060 65.3 － － － 65.3
(  340,000) (  339,500) (16.4) (－) (－) (－) (16.4)

合 計 1,360,000 1,353,060 65.3 － － － 65.3
(  340,000) (  339,500) (16.4) (－) (－) (－) (16.4)

※（　）内は非上場債で内書きです。

※組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。

Ｂ　個別銘柄開示

国内（邦貨建）公社債

種 類 銘 柄
期 末

利 率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日

％ 千円 千円

国 債 証 券

148　５年国債 0.0050 340,000 339,500 2026/06/20

344　10年国債 0.1000 340,000 338,789 2026/09/20

345　10年国債 0.1000 340,000 337,892 2026/12/20

346　10年国債 0.1000 340,000 336,878 2027/03/20

小 計 － 1,360,000 1,353,060 －

合 計 － 1,360,000 1,353,060 －

投資信託財産の構成� （2026年４月13日現在）

項 目
期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 1,353,060 65.3

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 719,014 34.7

投 資 信 託 財 産 総 額 2,072,074 100.0
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マネーインカム・マザーファンド

資産、負債、元本及び基準価額の状況
（2026年４月13日現在）

項 目 期 末

(A) 資 産 2,072,074,679円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 718,858,085

公 社 債(評価額) 1,353,060,600

未 収 利 息 142,462

前 払 費 用 13,532

(B) 負 債 17,563

未 払 解 約 金 17,563

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 2,072,057,116

元 本 2,043,591,407

次 期 繰 越 損 益 金 28,465,709

(D) 受 益 権 総 口 数 2,043,591,407口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,139円

※当期における期首元本額1,964,464,849円、期中追加設定元本額

678,652,764円、期中一部解約元本額599,526,206円です。

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額

が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す

る額（元本の欠損）となります。

※期末における元本の内訳は以下の通りです。

ＳＭＡＭ・グローバルバランスファンド（機動的資産配分型） 139,651,591円

三井住友・ＤＣターゲットイヤーファンド2020（４資産タイプ） 100,810,313円

三井住友・ＤＣターゲットイヤーファンド2025（４資産タイプ） 339,671,121円

三井住友・ＤＣターゲットイヤーファンド2030（４資産タイプ） 278,425,190円

三井住友・ＤＣターゲットイヤーファンド2035（４資産タイプ） 126,171,467円

三井住友・ＤＣターゲットイヤーファンド2040（４資産タイプ） 44,430,885円

三井住友・ＤＣターゲットイヤーファンド2045（４資産タイプ） 78,716,852円

米国小型ハイクオリティファンド（毎月決算型） 99,128円

米国小型ハイクオリティファンド（資産成長型） 297,384円

ＳＭＡＭ・マネーインカムファンド＜適格機関投資家限定＞ 586,703,922円

ＳＭＡＭ・ＦＧマネーファンドＶＡ＜適格機関投資家限定＞ 348,613,554円

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に

規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな

ります。

損益の状況
（自2025年４月15日　至2026年４月13日）

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 5,944,243円

受 取 利 息 5,944,243

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 4,121,291

売 買 益 4,174,547

売 買 損 △    53,256

(C) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ) 10,065,534

(D) 前 期 繰 越 損 益 金 17,254,779

(E) 解 約 差 損 益 金 △ 6,108,942

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 7,254,338

(G) 合 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 28,465,709

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 28,465,709

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を

差し引いた差額分をいいます。

お知らせ
＜約款変更について＞
・「一般社団法人投資信託協会」を「一般社団法人資産運用業協会」へ名称を変更することとなったため、
信託約款に所要の変更を行いました。� （適用日：2026年４月１日）
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